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現
金
廼
貨
、
頭
金
通
貨
及
び
株
主
廼
貨

第
四
十
凡
巻

へ
九

C

第
六
競

四

現
金
通
貨
、
預
金
通
貨
及
び
潜
在
通
貨

島

EI 
E~ 

1三

良I~

経
済
閣
宇
陀
於
け
る
川
誌
と

L
て
は
、
貨
幣

3
7
5三
と
通
貨
一
C
2
2
H
R三
と
は
、
同
じ
も
の
で
あ
る
c

本
来
、
製
問
仁
の
用
語

Ij 

d

J

〉
二
1
F
4
2

、

一f
一川
υ
V
L

一一一仁心
h
A吋
4
刈

三一

J
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L
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F
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一円
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7
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く
h
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F
J
l
司
王
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k
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y
d
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3
J
…l
A

日

}

9

H

6

4

d

J

e

J

J

J

-

u

日
a
c
t
-
-々
att
・

一
、
」
〉
〉
〉
，
-
P

、-
z
a
問、

-

〆

d
d
F
V
事
江
主
「
巧
J
G
y
p
引いれ

:
〉
〉
|

一一〆一
F
L
H
H

語
が
あ
る
べ
き
で
は
な
い
。

か
く
の
如
き
は
、

い
づ
れ
も
、

そ
の
事
問
上
に
於
て
表
現
せ
ん
と
す
る
内
容
を
殴
昧
左
ら
し
め
、

刀三

硝7

た
る
了
解
を
妨
ぐ
る
こ
と
h
A

な
る
か
ら
で
あ
る
ロ

そ
れ
ゆ
ゑ
に
、
経
済
壊
に
於
て
最
も
市
一
要
な
る
も
の
L
A

一
っ
と
認
め
ら
る
L
所
の

も
の
を
一
一
日
ひ
表
は
ず
に
、
か
く
の
如
く
、
貨
幣
ー
と
通
貨
と
の
こ
つ
の
用
語
聞
の
蛇
び
存
在
す
る
は
、
甚
だ
奇
怪
な
る
と
と
土
一
一
日
は
な
け

れ
ば
友
ら
ね
。
併
し
、

そ
れ
に
は
皐
史
的
の
荷
車
の
あ
る
こ
と
で
は
あ
る
が
、
そ
の
説
明
は
こ
L
に
は
省
略
す
る
c

私
泊:

こ
L
に
論
ぜ
ん
と
す
る
所
の
、
現
金
通
貨
、
預
金
通
貨
及
び
、
潜
在
通
貨
と
い
ふ
も
の
は
、
通
貨
、
す
な
は
ち
、
貨
幣
の

三
つ
の
形
態
で
あ
る
c

私
の
見
る
所
に
よ
れ
ば
、
貨
幣
の
一
本
質
を
な
す
も
の
は
、

一
般
的
友
る
交
換
力
、
英
語
で
一
一
一
日
へ
ば
、

C
2
2と

河
湾
F
Pロ
拘

gz=々
で
あ
る
。
或
は
、

そ
れ
を
一
般
的
購
買
力
志
向
=
2
P
一

E
『
円
一
}
邑
品

F
Z『)
と
一
一
一
日
つ
で
も
よ
い
。
そ
し
て
、

と
の

一
般
的
交
換
力
を
具
現
せ
る
も
の
が
、
貨
幣
な
の
で
あ
る
。
更
に
、
貨
幣
は
、
そ
の
機
能
よ
り
一
一
言
へ
ば
、
支
梯
決
済
の
手
段
で
る
る

と
い
ふ
こ
と
が
出
来
る
。
前
惑
の
、
現
金
通
貨
、
預
金
通
貨
及
ぴ
静
存
通
貨
の
二
一
つ
の
も
の
は
、

一
般
的
交
換
力
を
具
現
せ
る
も
の

と
し
て
、
現
は
れ
た
る
貨
幣
の
形
態
で
お
る



現
金
通
貨
は
、

車
に
現
金

(Fur-
と
も
い
び
、
貨
幣
の
名
隣
草
位
た
る
、
例
へ
ば
、
圏
、

心
、
バ
ウ
ン
ド
、

ド
ル
等
の
皐
位
整

一
定
の
形
欣

教
に
於
て
、
蒋
し
く
は
、

そ
の
位
回
数
ま
た
は
小
教
に
於
て
、

一
般
的
牒
民
力
そ
表
現
し

二
止
の
形
式
、
ず
な
は
ち
、

と
意
匠
と
が
興
へ
ら
れ
て
、
製
作
せ
ら
れ
た
る
も
の
で
あ
る
。

茂
金
通
貨
百
巾
℃
土
田
一
円
(
〕
ミ
『

2
3
)
と
い
ふ
は
、
銀
行
預
金
が
、
預
金
の
ま
L

で
移
譲
せ
ら
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
支
掛
の
決
済
と
な

る
揚
合
に
於
け
る
そ
の
預
金
で
あ
る
。
要
求
携
の
銀
行
預
金
、
特
に
仲
間
座
預
金
は
、
何
時
に
で
も
、
何
側
め
て
容
易
K
、
現
金
と
し
て

引
間
し
符
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
賓
際
上
は
、
む
し
ら
、

こ
れ
を
現
金
一
と
し
て
引
山
内
す
と
と
な
く
し
て
、
中
の
所
白
土

U
Y〕
の
所
臼

に
穆
譲
せ
ら
れ
る
こ
冒
と
に
よ
り
、
支
梯
の
決
済
と
友
り
得
る
も
の
で
あ
る
。

現
金
一
政
貨
及
び
一
回
余
泌
此
1
L

い
ふ
も

ω
を
認
む
る
と
き
は

h

刊
式

K

掛
川
持
組
品
A
C
L
Z
M
J
てい
PMM
日
百
円
)

と
い
ふ
も
の
在
認
め
な
付

れ
ば
友
ら
ね
。
潜
在
通
貨
と
い
ふ
は
、
銀
行
預
金
そ
の
も
の
L

こ
と
で
あ
る
c

貨
幣
経
済
の
初
期
に
あ
っ
て
は
、
通
貨
と
い
へ
ば
、
品
川
ど
総
て
が
現
金
通
貨
の
こ
と
で
あ
り
、
従
っ
て
、

そ
の
本
来
の
所
在
は
、

商
取
引
界
で
あ
.
っ
た
。
そ
の
後
、
銀
行
た
る
も
の
が
成
立
し
て
か
ら
後
も
、
常
初
の
銀
行
預
余
た
る
も
の
は
、
商
取
引
界
に
於
て
、

流
通
せ
る
現
金
が
、
徐
剰
と
な
り
た
る
と
き
に
、

一
時
預
け
入
れ
ら
れ
て
居
る
欣
態
の
も
の
で
あ
O

た。

そ
れ
ゆ
ゑ
に
、
円
品
時
に
-
あ

つ
て
は
、
商
取
引
副
作
が
、
通
貨
の
本
来
の
所
在
で
あ
っ
て
、
銀
行
は
、

そ
の
一
時
の
休
み
場
所
た
る
に
過
ぎ
た
か
っ
た
の
で
あ
る
。

然
る
に
、
銀
行
た
る
も
の
が
次
第
に
護
達
し
、
信
用
経
済
が
成
熟
し
た
る
今
日
に
あ
っ
て
は
、
む
し
ろ
、
銀
行
た
る
も
の
が
、
通

貨
の
本
来
的
所
在
と
な
っ
た

3

そ
し
て
通
貨
の
た
部
分
は
、
そ
こ
に
預
金
と
し
て
待
機
し
て
居
っ
て
、
通
貨
の
本
務
た
る
所
の
支
梯

の
決
済
の
た
め
に
働
く
場
合
に
、
或
は
、
現
金
通
貨
と
し
て
商
取
引
凶
作
に
出
で

L
行
き
、
或
は
手
形
小
切
子
た
ど
の
形
に
於
て
、
預

山叫

Jd
通
貨
、
倒
'
点
泡
汽
及
び
柚
叫
ん
問
題
目

第
川
卜
ヘ
を

F、
)L 

場ム~抽隅
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現
金
通
貨
、
預
金
通
貨
及
び
瀞
在
通
貨

第
四
十
八
巻

~ 
r、

第
六
競

尺、

:JL 

金
の
移
譲
に
よ
っ
て
、

そ
の
役
目
を
果
す
こ
と
L
な
っ
た
の
で
あ
る
。

と
の
通
貨
本
来
の
所
在
が

商
取
引
用
件
よ
り
銀
行
に
移
っ
た
こ
と
が
、

貨
幣
経
済
上
り
信
用
経
済
へ
の
推
移
で
あ
っ
て
、

乙
の
乙

と
は
、
今
日
、
経
済
の
渡
達
し
た
る
一
粧
品
聞
に
於
て
は
、
取
引
上
の
支
梯
の
最
大
部
分
が
、
預
金
の
移
譲
に
よ
っ
て
決
消
せ
ら
れ
、
現

金
が
支
梯
に
用
ゐ
ら
れ
る
の
は
、
州
側
め
て
、
そ
の
一
小
部
分
K
過
ぎ
去
い
こ
と
に
見
て
も
、
甚
だ
明
か
友
る
所
で
あ
る
。

ホ

1
ト
レ
イ
一
回

-
C
-
E
E
a

a

i

d

島

、

剛

F

J

H「
l
、
白
目
い
e
d
H
U
P
H
Z
d
む

p
oて
は
山
山
戸

ωロ
{
ザ
開
口
門
戸
H
円
。
突
出
勺
コ
淀
川
同
門

信
問
は
貨
幣
の
代
別
物
で
あ
芯
L
C
屡
々
一
一
一
両
は
れ
て
居
ウ
介
。

干

-

t
レ
1ι

〆一、
従
ラk、

今
日
に
於
て
は
、

貨
幣
が
信
用
の
代
用
物
で
あ
る
と
い
ふ
こ
と
が
、

正
確
で
あ
る
だ
ら
う
)
L 
」

ill 
---.:: 
てご

厄
c， 
CT) 

l土司、、-.
、竺三‘
le. 

般

む
し
ろ
、

の
事
情
を
道
破
せ
る
も
の
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。

ーー

か
く
て
、
今
日
、
通
貨
の
本
来
的
所
在
は
、
銀
行
に
あ
る
の
で
る
る
。
従
っ
て
、
遁
貨
が
支
梯
の
決
砕
に
働
く
場
合
に
は
、
銀
行

に
於
け
る
預
金
よ
り
引
出
さ
れ
て
、
そ
れ
に
も
充
て
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
揚
合
に
於
て
、
預
金
の
ま
L

で
、
間
早
に
そ
の
移
譲
に
よ

り
、
支
携
に
充
て
ら
る
t
A

揚
合
に
は
、
換
言
す
れ
ば
、
預
金
通
貨
と
し
て
働
く
揚
合
に
は
、

一
つ
の
銀
行
に
着
目
す
れ
ば
、
そ
れ
よ

り
出
で
L
他
の
銀
行
に
移
る
こ
と
も
あ
る
け
れ
ど
も
、
全
般
の
銀
行
を
一
慢
と
し
て
見
れ
ば
、
通
貨
は
、
銀
行
の
外
に
出
づ
る
こ
と

友
く
し
て
、
支
携
の
決
済
に
働
く
の
で
あ
り
、
現
金
通
貨
と
し
て
支
携
に
芳
て
ら
る
L
と
き
に
は
、

必
中
、

一
時
は
、
銀
行
の
外
に

出
づ
る
け
れ
ど
も
、

そ
の
働
を
終
る
左
ら
ば
、
早
建
、
銀
行
に
還
り
来
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
ゆ
ゑ
に
、
通
貨
は
支
沸
の
決
済
に
働
か

と
の
関
係
よ
り
し
て
、
銀
行
の
預
金
を
潜
在

た
い
間
は
、
預
金
の
形
態
に
於
て
、
銀
行
に
待
機
し
つ

L
常
在
し
て
居
る
の
で
あ
る
。
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通
貨
と
い
ふ
。

か
く
の
如
く
、
信
用
経
済
の
成
熟
し
た
る
今
日
に
あ
っ
て
は
、
通
貨
な
る
も
の
は
、
滞
在
的
と
、
活
動
的
と
の
、
二
様
の
交
替
的

欣
態
に
於
て
存
在
す
る
こ
と
L

な
り
、
そ
れ
が
支
携
の
決
涛
に
働
〈
と
き
に
の
み
、
活
動
的
欣
態
に
あ
っ
て
、
商
取
引
界
陀
出
動
し
.

支
携
の
決
済
に
動
く
必
要
が
止
み
た
る
と
き
は
、
直
ち
に
銀
行
に
復
腕
し
て
、
預
金
と
い
ふ
形
に
於
て
、
滞
在
通
貨
と
し
て
待
機
的

欣
態
を
ム
」
る
の
で
あ
る
。

-
前
に
遁
ぺ
た
る
現
金
通
貨
と
預
金
通
貨
と
い
ふ
二
円

J

の
一
通
貨
形
態
は
、
現
'
貢
に
支
排
め
決
掛
手
段
た
る
機
能
に
於
て
働
く
所
の
.

通
貨
の
活
動
欣
態
に
あ
る
も
の
で
あ
る
。

そ
し
一
」
、
そ
れ
ら
は
、
共
に
預
金
者
の
立
場
に
於
て
は
、
銀
行
預
金
よ
り
引
出
さ
れ
た
る

-ル仏語
K

融
政
た
る
仰
さ
を
す
る
の
で
め
っ
心
。

〆-、

ヴ

w
t
I
L
円

1
h
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1"1-
ll!l 
:fI:e. 
そ
ぜ〉

も
日〉

t;t 

何
時
に
で
も
.
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J
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-
-
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割
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〈

l
円
九
日

r
J
H
u
t

l
-
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E
担

C

J
E
d
l
 

は
預
金
の
ま
L

で
移
譲
せ
ら
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
支
梯
決
済
手
段
と
し
て
働
き
得
る
も
の
で
る
る
が
、
併
し
、
未
だ
現
寅
に
、
左
様

な
働
き
に
仕
向
け
ら
れ
ざ
る
聞
は
、
言
は

r
、
通
貨
と
し
て
活
動
す
ぺ
く
待
機
的
欣
態
に
於
て
存
在
す
る
も
の
で
あ
る
。

と
れ
を
他

の
比
喰
を
以
て
言
へ
ば
、
現
金
通
貨
挫
ぴ
に
預
金
通
貨
の
母
健
と
し
て
存
在
す
る
も
の
と
言
ふ
こ
と
が
出
来
る
で
あ
ら
う
。

元
来
、
銀
行
の
預
金
左
る
も
の
は
、
種
々
左
る
性
質
を
併
せ
も
つ
も
の
で
あ
る
。
す
な
は
ち
、
そ
れ
は
、
預
金
者
よ
り
見
て
、
貯

蓄
で
あ
り
、
利
殖
で
あ
り
、
財
産
で
る
る
。
ま
た
、
銀
行
よ
り
見
れ
ば
、
預
り
た
る
資
本
で
あ
り
、
貸
付
割
引
に
充
つ
る
資
金
の
母

躍
で
あ
る
。
併
し
な
が
ら
、
預
金
者
が
、
銀
行
預
金
を
も
っ
と
い
ふ
こ
と
は
、
要
す
る
に
、
そ
れ
を
以
て
勝
来
の
支
携
に
備
へ
ん
が

た
め
で
あ
る
。
何
等
か
の
目
的
の
た
め
に
、
支
携
の
必
要
が
生
や
る
と
き
、

と
れ
を
以
て
そ
の
支
携
に
充
て
ん
が
た
め
に
、
銀
行
預

金
を
も
っ
て
居
る
も
の
き
見
な
け
れ
ば
な
ら
ね
。
そ
し
て
、
そ
の
支
携
を
友
す
揚
合
に
は
、
現
金
と
し
て
こ
れ
を
引
出
し
て
た
す
か
、

現
金
調
貨
、
預
金
通
貨
及
び
潜
在
通
貨

第
四
十
八
巻

八
九
三

第
六
競

-tt 



現
金
通
貨
、
預
金
遁
貨
及
び
潜
在
通
貨

第
四
十
八
巻

八
九
回

第
六
貌

i¥. 

若
し
く
は
、
自
分
の
預
金
を
預
金
の
ま
L
で
、
相
手
方
の
預
金
に
移
し
て
と
れ
を
左
す
か
、

こ
の
い
づ
れ
か
に
よ
る
の
で
あ
る
。
銀

行
預
金
は
、
か
く
の
如
く
、
現
金
通
貨
と
し
て
働
き
出
づ
る
母
鴨
で
あ
り
、
預
金
通
貨
と
し
て
活
動
す
る
の
待
機
的
欣
態
に
あ
る
も

の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
鰍
よ
り
見
て
、

と
れ
は
潜
在
通
貨
と
し
て
、
活
動
欣
態
に
あ
る
所
の
現
金
通
貨
蛇
ぴ
に
預
金
通
貨
と
明
か
に

隠
別
せ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

現
金
通
貨
と
桝
・
校
趣
貨
、
す
訟
は
ち
、
現
金
止
銀
行
預
金
止
の
闘
係
及
び
区
別
は
、
甚
だ
明
瞭
で
め
る
か
ら
、
特
に
説
明
を
市
町
し

た
い
け
れ

E
も
、
預
金
通
貨
と
潜
在
通
貨
と
の
閥
係
は
、
普
通
の
見
方
に
於
て
は
、
混
同
せ
ら
れ
易
い
か
ら
、

一一吉田乙

L
K
説
明
を

附
け
加
へ
る
必
要
が
あ
る
で
あ
ら
う
。

前
に
述
ぷ
る
が
如
く
、
通
貨
と
い
ふ
は
、
支
排
の
決
済
手
段
た
る
も
の
で
あ
る
。
ゆ
ゑ
に
、
預
金
が
預
金
の
ま
h

で
、
移
譲
せ
ら

れ
る
と
と
に
よ
り
、
支
携
の
決
済
と
し
て
働
く
と
き
は
、
現
寅
に
そ
れ
は
、
通
貨
と
し
て
働
い
た
も
の
で
あ
る
。
然
る
限
り
に
於

τ、

そ
の
預
金
そ
の
も
の
は
、
疑
も
泣
く
通
貨
で
あ
る
。
従
っ
て
、
預
金
通
貨
と
言
ふ
こ
と
が
出
来
る
。

併
し
な
が
ら
、
預
金
が
、
未
だ
、
支
携
の
決
済
と
し
て
働
か
左
い
聞
は
、
皐
友
る
預
金
た
る
に
止
ま
る
と
共
に
、
ま
た
、

一度、

支
梯
の
決
済
の
手
段
と
し
て
働
い
て
も
、
現
金
の
形
を
と
ら
や
、
預
金
の
形
の
ま
ミ
で
働
い
た
と
き
に
は
、
そ
の
働
き
の
と
き
だ
け
.

支
携
決
済
手
段
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
働
き
終
っ
た
と
き
か
ら
後
は
、

と
れ
も
、
た

r
、
阜
左
る
預
金
で
あ
る
。
預
金
と
し
て
は
、
現

賓
に
支
沸
決
済
の
手
段
と
し
て
、
働
き
描
聞
け
て
居
る
誇
で
は
左
い
。

併
し
、

と
の
預
金
は
、
預
金
た
る
性
質
上
、
前
に
述
べ
た
る
が
如
〈
、
何
時
に
で
も
、
支
携
の
決
捕
手
段
た
り
得
る
も
の
で
る
る
。



と
の
結
よ
り
見
て
、

と
れ
を
潜
在
通
貨
と
い
ふ
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
、
概
念
上
に
於
て
は
、
現
責
に
支
悌
の
決
済
手
段
と
左
っ
て

働
い
て
居
る
所
の
預
金
、
ず
な
は
ち
、
預
金
通
貨
と
匝
別
せ
ら
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
何
と
友
れ
は
、
銀
行
預
金
去
る
も
の
は
、
預

金
と
し
て
静
止
し
て
居
っ
て
、
未
だ
、
支
排
の
決
済
に
働
か
さ
れ
て
ゐ
な
い
状
態
に
於
て
は
、

こ
れ
を
預
金
通
貨
と
い
ふ
と
と
は
出

来
た
い
と
共
に
、
ま
た
、
支
沸
決
済
の
働
を
終
っ
て
、
預
金
と
し
て
の
静
止
欣
態
に
還
り
て
後
、
更
に
支
沸
決
済
手
段
と
し
て
働
く

場
合
に
は
、
現
金
通
貨
と
な
る
か
、
預
金
通
貨
と
な
る
か
、
そ
の
と
き
に
五
ら
'
な
け
れ
ば
、
決
定
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。

そ
れ
ゆ
ゑ
に
、
私
は
、
静
止
せ
る
銀
行
預
金
そ
の
も
の
は
、

こ
れ
を
静
布
油
貨
と
し
て
、
演
令
通
貨
と
は
席
別
す
る

E
Eと
L

し、

銀
行
預
令
が
、
預
余
の
ま
L
で
移
譲
せ
ら
る
ミ
と
と
に
よ
っ
て
、
支
排
の
決
済
に
働
く
と
き
に
の
み
、

乙
れ
を
預
金
遁
貨
と
し
て
認

め
、
一
州
北
刊
の
同
別
を
、
慨
念
ヒ
に
於
て
明
か
に
せ
ん
と
微
ず
る
の
で
あ
る
。

四

私
は
、
貨
幣
の
形
態
は
、
前
遁
の
如
く
、
現
金
通
貨
、
預
金
通
貨
及
び
潜
在
通
貨
の
三
つ
に
分
っ
て
観
察
す
べ
き
も
の
で
あ

思
ふ
。
然
る
に
、

エ
マ
ヌ
ヱ
ル
・
フ
ュ
l
ゴ
l
・
ヴ
ォ
1
ヂ
ル

(同

E
E
E
O
]
出
口
問
中
〈
C
回。一)

は
、
《
帳
簿
通
貨
・
現
金
の
た
き
泊
貨
と
信

用
と
の
流
通
の
手
段
と
し
も
》
と
題
す
る
そ
の
近
著
に
於
て
、
私
の
通
貨
形
態
の
三
筏
別
た
る
と
の
現
金
通
貨
、
預
金
通
貨
、
及
び
、

潜
在
通
貨
の
分
ち
方
を
、
不
明
瞭
で
あ
り
、
且
つ
、
あ
ま
り
役
立
た
な
い
分
類
で
あ
る
と
し
て
批
評
し
て
居
る
。

ヴ
ォ

1
ヂ
ル
は
、
そ
の
著
書
に
於
て
、
公
的
信
用
創
作
に
よ
る
信
用
の
損
張
頁
『
丘
一

E
5
2
2
E口同

。『伊三一一円
ro
岡
市
L
H
7

(
】
戸

M
=
u
F

切
門

}
M
O司

-5m)
と
い
ふ
も
の

L
う
ち
、
長
期
闘
債
の
方
法
に
土
る
財
政
(
司
5
8
N
-
2
5
m
E
Fす
2
3、OM
問
。
一
言
問
主
主
同
2
g
B
E
g
-包
zg)

を
説
明
す
る
に
営
り
、
私
が
、
先
年
、

ワ
ー
ヂ
マ
ン
(
何
百
記
者
完
巾
口
]
曲
目
ロ
)
の
需
に
肱
じ
、
そ
の
景
気
研
究
所
設
立
十
周
年
記
念
出
版

現
金
通
貨
、
預
金
通
貨
及
び
潜
在
通
貨

第
四
十
八
巻

八
九
五

第
ノ、

競

ブし

Kreditzirkulation， Geld-und 

る

と
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現
金
詔
貨
、
預
金
詔
貨
及
び
潜
在
泡
貨

第
四
十
凡
巻

第
六
競

八
九
六

O 

に
寄
稿
し
た
る
内
日
本
に
於
け
る
イ
ン
フ
ラ
チ
オ
ン
》
と
題
す
る
小
誌
を
、
多
く
の
頁
を
費
し
て
詳
細
に
紹
介
す
る
ム
」
共
に
、
若
干
の

批
評
を
加
へ
た
も
の
で
、
右
の
通
貨
の
形
態
の
三
分
類
に
劃
す
る
批
評
も
、

そ
の
中
の
一

つ
で
あ
る
。

ヴ
オ

次
の
如
く
に
臼
ふ
。

ー
ヂ
ル
は
、

内
彼
{
小
島
)
ば
、
彼
に
不
明
瞭
で
あ
り
、
且
つ
あ
ま
り
役
立
た
た
い
方
法
に
よ
っ
て
、
通
貨
の
三
つ
の
形
態
、
す
た
は
ち
、
現
金

通
貨
、

預
金
通
貨
、

と

L
に、

預
金
一
泊
貸
し
し
い
ふ
は
、

支
沸
の
目
的
に
充
て
l

及
ぴ
、

叫
川
布
通
貨
と
い
ふ
も
の
b
L
阪
加
し
亡
居
る

U

ら
れ
た
る
揚
合
に
於
て
、
資
際
に
支
燃
は
れ
た
る
預
金
の
こ
と
で
あ
る
。
併
し
、
株
在
通
貨
と
い
ふ
は
、
銀
行
預
金
そ
の
も
の
で

あ
っ
て
、
す
た
は
ち
、
支
排
の
目
的
に
役
立
つ
ぺ
く
そ
れ
に
帯
ん
で
居
る
可
能
(
文
梯
可
能
)
の
意
味
に
於
け
る
そ
れ
で
る
る
。
五
口
、
#

が
、
現
金
抜
き
の
計
算
取
引
の
千
段
を
以
て
、
帳
簿
通
貨
と
す
る
所
の
事
問
的
な
意
味
、
そ
し
て
、
最
も
狭
い
意
味
に
於
て
、
信

別
に
依
存
し
従
っ
て
純
然
た
る
銀
行
的
に
創
作
せ
ら
れ
た
る
帳
簿
通
貨
と
い
ふ
接
間
的
な
意
味
は
、
全
然
、

居
な
い
。
軒
々
の
い
ふ
帳
簿
通
貨
と
、
小
島
の
い
ふ
淋
在
通
貨
と
は
、

そ
オ1
ゆ
ゑ
』て:

相
該
起

す
る
も
(1) 

で
はそ
左れ
LρI亡

02
)量
l土
A1.， 
て

ヴ
ォ

l
ゲ
ル
の
い
ふ
帳
簿
通
貨
(
ロ
ロ
門

FZL)

私
の
い
ふ
淋
在
通
貨
と
い
ふ
も
の
と
は
、
確
に

相
該
賞
す
る

と
い
ふ
も
の
と
、

概
念
で
は
友
い
。
併
し
、
そ
れ
は
慰
問
的
に
少
し
も
差
支
の
な
い
と
と
で
あ
る
。
肝
腎
た
と
と
は
、
ヴ
4
n
l
H
ゲ
ん
に
於
て
は
、
私
の

=
一
つ
の
分
類
が
、
不
明
瞭
で
あ
り
、
あ
ま
り
役
立
た
た
い
と
考
へ
て
居
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
理
由
を
明
か
に
す
る
と
と
で
あ
る
。
ヴ

オ
l
u
v
ル
は
、

か
や
う
に
批
評
し
て
居
る
け
れ
ど
も
、
ど
の
駄
が
不
明
瞭
友
の
か
、
ま
た
、
ど
う
い
ふ
目
的
に
役
立
た
友
い
の
か
、

と
い
ふ
こ
と
は
、
少
し
も
述
べ
て
居
な
い
。
全
く
、
理
論
抜
き
の
批
評
で
あ
る
。
た
官
、
そ
の
明
か
に
さ
れ
て
居
る
所
は
、
彼
の
謂

ゅ
は
る
帳
情
湖
沼
貨
(
ロ
己
門
一
品
。
一
【
一
)

私
の
謂
は
ゆ
る
潜
在
通
貨
と
い
ふ
も
の
と
が
、

)
設
し
泣
い
と
い
ふ
こ
と
だ
け

と
い
ふ
も
の
と

Die Inflation in Japan. im Beiträg~ zur ~o.r:jun~tu lI' l， ~~h ，. e:. F四ts(~hrift zu:m 
詑 hnjah円geBestムend白 In~tituts-C>fUr Konjnnkturforsdu:mg， ，Herlin -1936. 
E. 1-I. VogeJ， a. a. 0.， S_ I35・2) 



で
あ
っ
て
、
そ
し
て
、
彼
の
謂
は
ゆ
る
陵
簿
通
貨
と
い
ふ
概
念
が
、
《
曲
学
問
的
〉
で
あ
る
と
い
ふ
こ
と
だ
け
で
あ
る
。

し
て
見
れ
ば
、
彼
の
謂
は
ゆ
る
帳
簿
通
貨
の
概
念
が
、
〈
曲
学
問
的
〉
で
る
る
と
い
ふ
こ
と
が
承
認
さ
れ
、
そ
の
他
の
類
似
概
念
が
、

〈
非
製
間
的
V

で
-
あ
る
と
と
が
、
明
か
に
さ
れ
て
、
一
初
め
て
、
私
の
三
つ
の
分
類
も
、
排
斥
せ
ら
る
k

も
の
な
る
こ
と
が
出
来
る
の
で

あ
ら
う
。

五

ヴ
才

1
ゲ
ル
が
、
帳
簿
通
貨
の
意
義
と
し
て
説
〈
所
は
、
次
の
如
ぐ
で
あ
る
。

、
一
司
居
直
Z
J
、
=

J

4

4

4

4

代
除
去
一
宜
主
二
、
z
E
m
σ
-
三

主
い
ふ
一
一
一
山
葉
は
、
最
も
民
い
、
併
し
取
に
北
品
川
的
校
意
義
に
於
て
は
、
〈
現
令
一
を
則
ゐ
校
い
v

所
の
支

沸
取
引
の
方
法
つ
志
向
勾
)
詳
し
く
一
一
一
一
日
へ
ば
、
文
協
会
舗
を
簿
記
的
に
牧
之
記
入
す
る
」
と
に
よ
り
、
若
し
く
は
、
〈
債
務
と
刊
ぞ
れ

陀
割
臨
す
る
請
求
権
と
を
、
相
殺
す
る
所
の
〉
そ
の
支
梯
金
翻
の
簿
記
的
相
殺
に
よ
っ
て
行
は
れ
る
方
法
を
表
は
す
所
の
、

般

的
友
る
表
現
と
し
て
用
ゐ
ら
れ
る
。
従
っ
て
、
〈
帳
簿
一
通
貨
〉
と
し
て
は
、

一
般
に
、
貨
幣
を
刑
ゐ
左
い
支
排
取
引
の
信
問
技
術
的

方
法
(
己
α
r
z
L
一【[雪

zunto-】
冨
言
。
一

o
E
g
g
-判。]与吉田町ロ
N
己-一口
=m∞
=
『
「
巾
}
】
聞
の
出
)
が
意
味
さ
れ
る
と
と
に
在
る
。
併
し
、

こ
L 

に
研
究
せ
ん
と
す
る
所
の
多
く
の
揚
合
に
於
て
は
、
懐
待
通
貨
と
い
ふ
の
は
、
〈
現
金
v
と
併
行
的
に
流
通
す
る
所
の
新
ら
し
い
貨

幣
〔
手
形
小
切
手
の
類
〕
の
と
と
で
あ
る
主
コ
口
ふ
よ
り
は
、
む
し
ろ
、
相
針
癒
す
る
支
理
契
機
と
支
排
債
務
と
の
計
算
的
相
殺
に

よ
る
現
金
支
梯
行
母
捕
ま
た
は
現
金
使
用
の
節
約
に
闘
す
る
と
と
で
あ
る
。
若
し
く
は
、
投
下
財
産
に
加
算
し
た
り
そ
れ
か
ら
控
除

し
た
り
す
る
帳
簿
上
の
行
筋
に
闘
す
る
こ
と
で
る
る
ロ
〉

〈
近
代
貨
幣
制
度
の
技
術
的
議
連
は
、
一
一
邑
ふ
ま
で
も
た
く
、
信
用
の
助
け
に
よ
っ
て
ピ
は
る
る
が
、
現
金
を
用
ゐ
な
い
で
、
債
務

現
金
詔
貨
、
預
金
調
貨
及
び
潜
在
通
貨

第
四
十
八
巻

八
九
七

第
六
銃



現
金
遁
貨
、
預
金
通
貨
及
び
潜
在
遁
貨

第
四
十
ん
巻

八
九
八

第
六
銑

の
相
殺
(
凹
円

Ezrog日

u
z
g
g
z
に
よ
る
か
、

ま
た
は
、
振
存

(
(
K
5耳
目
白

Z

に
よ
っ
て
支
携
の
可
能
性
を
も
棋
大
し
て
ゐ
る
。

債
務
の
相
殺
と
い
ふ
の
は
、
債
務
を
こ
れ
と
同
額
の
貨
幣
請
求
権
の
移
植
時
に
上
っ
て
相
殺
す
る
こ
と
で
あ
り
、
出
帆
替
方
法
と
い
ふ

は
、
帳
簿
上
の
貸
方
記
入
と
借
方
記
入
と
を
通
じ
て
、
す
訟
は
ち
、
全
く
簿
記
的
に
、
従
っ
て
、

乙
の
揚
合
も
亦
、
現
金
を
用
ゐ

こ
れ
ら
す
べ
て
の
場
合
に
於
て
、
本
位
貨
幣
政
策
的
に
も
大
き
な
重

要
性
を
も
っ
所
の
〈
現
金
な
雪
之
榊
取
引
〉
の
諸
形
態
が
現
は
れ
て
来
私
cv

る
と
と
な
く
し
て
、
文
榊
が
口
氏
消
せ
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

..... ，、

か
く
て
、

ヴ
ォ

l
F
ル
は
、
千
形
及
び
小
切
手
に
よ
る
支
排
方
法
と
、
そ
の
交
換
相
殺
に
よ
る
決
済
方
法
と
を
、

一
慮
、
説
明
し

た
る
後
、
そ
れ
に
引
績
い
て
、
突
の
如
く
に
臼
ふ
。

《
か
く
て
、
吾
々
は
、
振
替
取
引
(
の
さ
〈

2
5
E
)
と
い
ふ
言
葉
に
も
、
通
常
、

二
様
の
意
味
を
附
し
て
居
る
。

固
有
友
ら
ざ
る

意
味
に
於
て
は
、

と
の
一
一
一
一
ロ
葉
に
よ
っ
て
、

預
金
を
引
き
設
て
に
し
て
す
氏
。

E
己
巴
ロ
2

ロ
82202σ
主
義
。
二
以
り
人
〔
銀
行
〕

の
仲
介
に
よ
り
、
第
三
者
に
謝
し
て
、
書
面
に
よ
る
指
闘
を
以
て
友
す
所
の
、
帳
簿
上
の
移
譲
と
現
金
支
梯
と
の
雨
者
を
意
味
す

る
。
そ
れ
ゆ
ゑ
に
、

こ
の
制
度
の
成
立
す
る
所
以
は
、
間
接
に
支
梯
決
済
を
な
す
が
た
め
の
支
梯
仲
立
人
と
し
て
、
銀
行
-
な
る
も

の
が
、
中
間
的
媒
介
を
な
し
、

そ
れ
に
よ
っ
て
、
第
三
者
に
現
金
支
梯
の
行
は
れ
る
皮
毎
に
、

そ
の
挽
間
瀬
を
、
預
金
(
勘
定
)
よ

り
、
簿
記
的
に
消
除
す
る
と
と
に
あ
る
。
併
し
、
狭
義
の
、
岡
右
た
る
意
味
に
於
て
、
振
蒋
取
引
と
い
ふ
と
き
は
、
現
金
を
問
ゐ

る
こ
と
な
く
、
純
粋
に
簿
記
的
友
、
借
方
と
貸
方
と
の
記
入
に
よ
っ
て
決
消
せ
ら
れ
る
所
の
支
排
の
行
は
る
誌
と
と

(
N
P
}
ユロコ間同』

5
『
四
日
戸
間
)
を
意
味
す
る
。
そ
の
揚
ム
口
に
前
提
と
た
る
の
は
、
た
ピ
一
つ
の
勘
定
だ
け
で
は
な
く
し

τ
、
二
つ
の
勘
定
(
雨
方
振
替
)

a. a. 0.， S. 3. 



で
あ
る
。
ず
な
は
ち
、
支
擁
賞
事
者
が
、
同
一
銀
行
(
地
方
内
振
替
)
に
於
て
か
、
ま
た
は
、
同
一
経
済
領
域
の
臭
ろ
銀
行
(
地
方

問
振
替
)
に
於
て
か
、
ま
た
は
、
異
る
園
・
具
る
経
済
領
域
の
銀
行
(
清
算
機
闘
を
過
し
て
行
は
れ
る
闘
際
振
者
)
に
於

τか、
ν、
てゴ

れ
か
に
勘
定
を
も
ち
、
簿
記
的
た
振
替
取
引
を
な
し
得
る
と
い
ふ
前
提
で
あ
る
。
v

〈
こ
の
後
者
の
揚
合
に
は
、
支
梯
操
作
は
純
粋
に
簿
記
的
で
、
全
く
現
金
の
移
持
を
要
し
た
い
と
い
ふ
性
質
を
も
つ
も
の
で
あ
る

か
ら
、

こ
れ
に
関
係
す
る
信
用
機
関
の
問
に
、
プ
ラ
ス
か
、
マ
イ
ナ
ス
か
の
残
高
だ
け
が
、
定
期
的
に
、
と
き
と
し
て
は
日

k
k
.

清
算
所
と
い
ふ
中
心
機
関
(
手
形
交
換
所
)
を
通
じ
て
、
現
金
で
清
算
せ
ら
れ
る
必
架
が
あ
る
。

:
;
v

〈
現
金
通
貨
の
節
約
と
な
り
、

清
算
ま
た
は
振
替
に
で
決
済
す
る
所
の
、
信
用
的
支
排
方
法

(
r
2
L
-
Z
一。

N
P
E
E宮
若
乃
曲
。
)
の
綿

て
を
包
指
し
て
、
長
成
義
の
一
へ
帳
簿
通
貨
v
と
す
易
問
の
説
明
は
、
資
際
、

そ
の
意
味
を
ト
分
に
議
く
し
て
居
ら
な
〕
円
か
ら
、
五
口
セ

は
、
そ
れ
と
は
別
に
、
準
問
的
に
狭
義
の
、

E
つ
理
論
的
に
劃
切
一
段
る
意
味
に
於
て
、
〈
帳
簿
通
貨
〉
と
い
ふ
言
葉
な
失
の
揚
合
に

の
み
営
て
絞
め
る
こ
と
に
す
る
。
ナ
友
は
ち
、
〈
帳
簿
通
貨
v
と
い
ふ
一
言
葉
は
、
間
早
に
、
現
金
を
用
ゐ
泣
い
で
、
清
算
一
ま
た
は
振
替

に
て
た
す
所
の
支
梯
決
済

(
N
m
r
Z兵
器
デ
丘
町
「
一

Em)
の
揚
合
ば
か
り
で
-
泣
く
、

同
時
に
ま
た
、

預
金
者
相
互
の
聞
に
振
替
的
友

法
律
行
震
を
可
能
左
ら
し
め
る
基
礎
と
し
て
、
梯
込
み
ま
た
は
借
入
れ
に
よ
る
預
金
を
銀
行
に
も
っ
と
と
に
よ
っ
て
、
反
復
し
て

支
梯
を
注
し
得
る
た
め
に
、
何
時
に
で
も
寅
行
し
得
る
所
の
、
信
用
上
の
支
梯
可
能
性
を
創
作
す
る
揚
合
に
営
て
蹴
め
る
の
で
る

る
。
そ
れ
ゆ
ゑ
に
、
帳
簿
通
貨
の
特
性
は
、

こ
の
揚
合
、
銀
行
に
預
金
勘
定
と
い
ふ
基
礎
を
も
っ
と
と
L
結
び
付
い
て
居
る
。

そ

し
て
、

こ
の
意
味
に
於
て
は
、
預
金
勘
定
友
る
も
の
は
、
現
金
と
相
蛇
ん
で
、
現
金
を
用
ゐ
た
い
所
の
振
替
に
よ
る
支
梯
決
済
の

源
泉
と
し
て
、
現
は
れ
出
で
来
っ
た
の
で
あ
る
。
〉

現
金
週
貨
、
預
金
通
貨
及
び
潜
在
認
貨

第
四
十
八
巻

八
九
九

第
六
競



現
金
通
貨
、
預
金
通
貨
及
び
潜
在
沼
貨

第
四
十
凡
巻

四

第
六
競

九

O
O

《
と
の
最
後
の
、
換
言
せ
ば
、
支
梯
関
係
者
の
饗
方
勘
定
を
某
礎
と
す
る
所
の
、
振
替
及
び
清
算
取
引
(
岡
有
の
意
味
に
於
け
る

愛
方
的
振
替
巳
m
g
E円
r
a
w
-三
牛
耳
切
巳
去
2
2
5
)
の
揚
合
の
み
を
、

近
代
的
制
民
経
桝
が
も
っ
所
の
、
現
A
R
抜
き
の
流
遇
手
段

(寸

E-宣
告
む
席

N
r
E
F丘
中

EEHFE})?と
い
ふ
狭
義
に
於
げ
る
〈
帳
待
通
貨
〉
と
し
て
認
め
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、

か
a
A

る
岡
有
の
意

味
に
於
け
る
帳
簿
通
貨
に
つ
い
て
の
み
、
種
々
た
る
問
題
が
、
論
議
せ
ら
る
ぺ
習
で
あ
あ
。

〈
こ
の
揚
合
、
預
金
が
、
現
令
一
を
以
て
梯
込
ま
れ
、
下
し
て
、
銀
行
か
ら
〈
信
用
的
に
貸
付
け
ら
れ
る
〉

(
寸
色
r
E
F
)

の
で
あ
っ
て

も、

E
コ
々
士
、

そ
れ
位
、

銀
行
に
よ
っ
て
制
作
さ
れ
た
み

〈
銀
行
池
貨
〉
.-町、

~:~. 
‘d 
~... 

." •.. 

...:: 
"， v 
." M 

:::.. 
('.1 
...;> 

trFhFFCZ 
内向仙

Z
V
U
ロ…
w
m
D

内
初
、
L
』
「
同
巴
仏
-
〕

t

-

c

、

と
い
ふ
最
も
狭
い
意
味
に
於
て
、

〈
帳
簿
通
貨
〉
と
い
ふ
言
葉
を
用
ゐ
得
る
の
で
あ
る
ov

七

右
に
引
用
し
た
る
所
に
よ
っ
て
明
か
訟
や
う
に
、
ヴ
オ

l
F
ル
の
謂
は
ゆ
る
《
帳
簿
通
貨
V
と
い
ふ
も
の
は
二
言
に
し
て
言
へ
ば
、

〈
現
金
抜
き
の
支
携
取
引
の
信
用
技
術
的
方
法
〉
芸
品
「
『
丘
一
=
R
Z
s
n
r
g
昌
一
-
豆

σ
一口町田

Z
元自
r--22NPEE-M問
E
2
F
F『E)
を
い

ふ
の
で
る
る
。

と
れ
に
は
庚
狭
の
二
つ
の
意
義
が
あ
る
と
見
て
居
る
の
で
る
っ
て
、
庚
義
(
一
E

Z
宵

E
2
2
2
2
と
も
い

そ
し
て
、

ひ
、
一
口

o
r
E
M
5
-
E
[
g
包
括
同
ロ
ロ
『
ロ
ロ
丘
町
H
S
E
n
F
E
m
-
-
5
0
と
も
い
っ
て
居
る
)
に
於
て
は
、
〈
現
金
を
周
ゐ
友
い
所
の
支
梯
取
引

の
方
法
(
君
。
問
。
)
〉
を
一
般
的
に
意
味
す
る
の
で
る
り
、
詳
し
く
言
へ
ば
、
〈
支
掛
金
額
を
簿
記
的
に
牧
支
記
入
す
る
こ
と
に
よ
り
、

若
し
く
は
、
そ
の
支
排
金
額
の
簿
記
的
相
殺
に
土
っ
て
行
は
れ
る
方
法
〉
を
意
味
す
る
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
《
支
掛
金
額
を
簿
記
的
に
牧
支
記
入
す
る
方
法

V
は
、
請
は
ゆ
る
〈
振
替
方
法

V
2
=
c石市町。)
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
る
所

の
支
携
の
決
済

(N与
一
己
認
g
r
z
n
E
E間
)
が
、
〈
振
替
取
引
V
(
C
H
Eぞ
2ror『)
で
あ
る
と
な
し
、

と
の
〈
振
替
取
引
〉
に
も
亦
、
庚
肋
杭

a. a. 0.， 5.， 3-7. 



二
つ
の
意
義
が
あ
っ
て
、
そ
の
庚
義
に
於
て
は
、
〈
預
金
を
引
き
営
て
に
し
て
、
預
り
人
〔
銀
行
〕
の
仲
介
に
よ
り
、
第
三
者
〔
受
取
人
〕

に
射
し
て
、
書
面
に
よ
る
指
闘
を
以
て
な
す
所
の
現
金
支
排
V

と
、
〈
預
金
を
引
き
営
て
に
し
て
、
預
り
人
〔
銀
行
〕
の
仲
介
に
よ
り
、

第
三
者
に
封
し
て
、
書
面
に
よ
る
指
闘
を
以
で
な
す
所
の
、
帳
簿
上
の
移
譲
V

と
の
二
つ
を
合
む
も
の
と
し

τ
居
る
。
そ
し
て
狭
義

に
於
て
〈
振
替
取
引
V

と
い
ふ
と
き
は
、
現
金
を
以
て
支
梯
は
る
L
所
の
前
者
を
含
ま
や
、
専
ら
、
帳
簿
上
の
決
済
と
な
る
所
の
後
者

の
み
を
意
味
す
る
も
の
と
な
し
、
そ
れ
を
彼
は
更
に
〈
現
金
を
用
ゐ
る
と
と
な
く
、
純
粋
に
簿
記
的
及
、
併
方
と
貸
方
と
の
記
入
比

よ
っ
て
決
済
せ
ら
れ
る
所
の
支
燐
の
符
は
る
L
ζ

と
V

I
こ
い
ふ
一
一
一
一
口
業
を
以
ど
一
一
品
以
来
は
し
て
居
る
。

か
く
で
、
ヴ
ォ

I
F
ル
は
、
狭
義
に
於
け
る
振
替
に
よ
る
か
、
ま
た
は
、
清
算
に
上
る
支
椀
を
以
て
ベ
成
義
の
問
有
友
ら
ざ
る
意

時
に
於
け
る
峡
簿
一
週
岬
H
U
V
J

い
ふ
の
で
あ
る
。
而
も
、
彼
は
、

と
の
阪
博
士
み
山
崎
清
算
炉
、
銀
行
宇
一
仲
介
と
な

L
.
従
つ
亡
ま
た
下
、

形
交
換
所
を
中
心
と
し
て
什
は
れ
る
そ
れ
と
、

然
ら
ざ
る
も
の
と
を
庖
別
し
、

〈
堕
問
的
に
狭
義
の
、
且
つ
現
論
的
に
剖
切
友
る
意

義
V

に
於
て
は
、

A

帳
簿
通
貨
〉
は
、

と
の
銀
行
を
仲
介
と
友
し
、

手
形
交
換
所
を
中
心
と
す
る
所
の
振
替
ま
た
は
清
算
に
よ
る
支
擁

決
済
方
法
で
る
る
と
二
一
口
ふ
の
?
あ
る
。

そ
し
て
、

と
の
《
準
問
的
に
狭
義
の
、

且
つ
理
論
的
に
剖
切
怠
る
意
義
に
於
け
る
帳
簿
通
貨
V

は、

そ
れ
ゆ
ゑ
に
、

必
守
、

そ
の

支
挽
決
済
の
呆
礎
と
し
て
、
銀
行
預
金
な
る
も
の
が
存
在
し
な
け
れ
ば
な
ら
ね
と
す
る
。
ナ
左
は
ち
、
〈
帳
簿
通
貨
の
特
性
は
、
こ
の

場
合
、
銀
行
に
預
金
勘
定
と
い
ふ
恭
礎
を
も
っ
と
と
に
結
び
付
い
て
居
る
V

(

ロ
2
出
口
円
ケ
向
。

75-記
長

5
2『

T
D
S
P

包
与
と

g
r一司

自一円

L
2
H
W
O
間
『

E
E
E
Z同
〈

司

コ

ロ

45ω
一言
d
r
c
三
ο
ロ
-
三
]
山
r
d
d
7
0
2
)

の
で
る
り
、
そ
の
預
金
は
、
現
金
の
預
け
入
れ
よ
り
成
る
と
、
銀
行

の
貸
出
資
金
の
振
替
へ
よ
り
成
る
と
を
問
は
な
い
が
、

必
令
、

帳
簿
通
貨
の
基
礎
と
し
て
、

預
金
闘
係
を
銀
行
に
も
っ
こ
左
が
必

現
金
調
貨
、
預
金
通
貨
及
び
潜
在
通
貨

第
四
十
八
巻

プL
O 

第
六
銃

五



現
金
通
貨
、
預
金
調
貨
及
び
滞
在
調
貨

第
四
十
八
巻

プL
O 

第
六
抗

/、

要
で
あ
る
と
言
ふ
。

更
に
、

こ
れ
を
簡
単
に
一
吉
ひ
換
ふ
れ
ば
、
製
間
的
意
味
に
於
て
、
帳
簿
通
貨
と
い
ふ
と
き
は
、
銀
行
預
金
を
基
礎
と
す
る
振
替
及

ぴ
清
算
で
あ
っ
て
、
さ
う
で
な
い
所
の
現
金
抜
き
の
支
梯
決
消
方
訟
は
、
振
替
及
び
清
算
で
あ
ワ
て
も
、
事
問
的
意
味
に
於
け
る
幌

品
開
通
貨
で
は
紅
い
と
い
ふ
の
で
あ
る
。

J¥ 

私
//;1、

と
の
丸
僻
村
山
し
い
」
忠
ふ

2

析
し
た
が
ら
・
川
町
下

l
ゲ
ル
は
、

円

Jrι
、

イ

4
n
t

部
ナ
問
的
弦
誌
に
於
一
円
luw

峡
持
一
泊
貨
は

併
即
行

預
金
を
基
礎
と
す
る
所
の
振
替
ま
た
は
清
算
に
限
る
と
す
る
の
で
あ
る
か
?
彼
は
、

そ
の
理
由
を
、

一
一
言
も
説
明
し
て
居
ら
訟
い
o

こ
れ
は
接
試
と
し
て
理
論
的
基
礎
を
快
く
も
の
で
あ
る
。
事
訟
は
、
見
解
や
結
論
が
疋
し
く
と
も
、
理
論
的
恭
礎
を
十
分
に
認
識
し

て
の
一
結
果
で
・
な
け
れ
ば
、
僚
値
る
る
も
の
と
は
言
は
れ
た
い
。
ヴ
方

I
F
i
w
は、

J

J
品
問
え
こ
八
号
、
亡
、

2
6
=一
吾
首

f
t
B
V

こ
の
黙
を
説
明
し
て
居
左
い

の
で
る
る
。
そ
れ
ゆ
ゑ
に
、
彼
が
果
し
で
、
右
の
見
解
に
射
す
る
理
論
的
基
礎
の
認
識
を
有
す
る
や
否
や
は
明
か
で
友
い
。

然
ら
ば
、

私
は
、

可
役
立
、

2

S々
4い
brιu'

こ
の
見
解
を
正
し
い
と
見
る
か
?

銀
行
預
金
を
基
礎
と
す
る
所
の
振
替
は
、

支
排
人
よ
り
受
取

人
に
引
渡
す
所
の
〈
或
る
も
の
V

が
る
る
か
ら
で
あ
る
。
銀
行
預
金
を
仲
介
と
し
た
い
所
の
振
替
は
、
隻
方
的
た
同
時
の
振
替
で
る
つ

て
、
ず
な
は
ち
、

相
殺
に
外
な
ら
ぬ
。

こ
れ
は
、
物
々
交
換

(
F
2
2
h
z
p門

E
p
r
p
E
h
r
)
で
あ
っ
て
、

物
以
外
に
引
渡
さ
る
L
何

物
も
友
い
。
従
っ
て
、

そ
れ
は
、
貨
幣
名
稿
を
以
て
表
示
さ
れ
た
る
比
較
が
る
り
、
そ
の
相
殺
が
あ
る
け
れ
ど
も
、
資
質
的
に
は
貨

幣
取
引
(
の
巳
ιgHroFH)
と
し
て
の
何
物
も
存
在
し
た
い
。

例
へ
ば
、
甲
商
人
が
一
ヶ
月
に
乙
商
人
よ
り
八
高
闘
の
棉
花
の
買
入
れ
を
た
し
、

乙
商
人
は
甲
商
人
よ
り
十
寓
園
の
棉
総
及
び
棉



布
の
買
入
れ
を
注
し
た
場
合
に
、
甲
乙
雨
商
人
聞
に
直
接
に
八
高
闘
の
相
殺
を
左
し
、
残
額
を
笠
月
に
繰
越
し
た
る
揚
合
に
は
、

そ

れ
は
〈
現
金
抜
き
の
支
燐
決
済
〉
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
単
に
そ
れ
に
止
ま
ら
や
、
賓
際
に
於
て
は
、
む
し
ろ
、
〈
通
貨
抜
き
の
取
引
決

済
〉
と
言
ふ
べ
き
も
の
で
あ
っ
て
、
物
々
交
換
た
る
に
外
友
ら
ね
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
そ
こ
に
は
泊
貨
と
認
む
べ
き
何
物
も
朋
ゐ

ら
れ
て
居
な
い
。

ζ

の
意
味
に
於
て
‘

こ
れ
を
〈
事
問
的
に
狭
義
の
、
理
論
的
に
剖
切
な
る
意
味
に
於
け
る
帳
簿
通
貨
〉
の
揚
合
に
合

ま
し
め
た
い
の
は
首
然
の
こ
と
で
あ
る
。
併
し
、
ヴ
ォ

I
F
ル
は
果
し
て
、

こ
の
理
論
的
慕
礎
を
認
識
せ
る
や
否
ゃ
に
は
疑
問
が
る

る
o
l
l
l
と
言
ふ
の
は
、
後
に
漣
ぷ
る
や
う
に
、
彼
は
そ
の
謂
は
ゆ
る
ね
慨
簿
通
貨
V
を
以
て
、
支
梯
人
よ
り
受
取
人
に
引
渡
さ
る
ミ

阿
川
の
八
或
る
も
の
V

九
五
思
味
す
る
と
巧
へ
忍
い
で
、
間
平
に
え
梯
決
済
の
方
法
だ
と
九
日
同
ふ
か
ら
で
あ
る
。

1

i

 

品山、レ♂
H
M

銀
行
預
金
在
ぷ
械
と
寸
る
所
の
拡
材
と
は
か
州
な
る
も
の
で
め
る
か
?

h
L
5
2
幸
土
、
投
一
I
K
中
ト
L
E
/
-
r
-
、
た

下

Z
E
'
引
切
メ
B
b
L
4曲

3
4
4
3
-
4
6
Aノ
〈

I

E

v

-

-

梯
人
よ
り
受
取
人
に
八
或
る
も
の
V

を
引
渡
す
の
で
あ
る
。
そ
の
引
渡
が
支
携
な
の
で
る
る
。

こ
の
揚
合
に
於
け
る
、
銀
行
の
仲
介
な

る
も
の
は
、

と
の
引
渡
を
銀
行
の
帳
簿
の
上
に
於
て
、
全
く
、

簿
記
的
方
法
に
よ
っ
て
行
は
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、

そ
れ
は
、
内
振

替
V

で
る
り
、

且
つ
〈
一
方
的
振
替
〉
で
る
っ
て
、
相
役
で
は
な
い
。

こ
の
場
合
に
引
渡
さ
る
‘
人
或
る
も
の
V

と
い
ふ
は
、
商
口
川
で
も
な
く
、
弁
務
で
も
な
く
、
む
し
ろ
、
如
何
な
る
商
品
、
如
何
一
段
る

持
務
と
も
、

一
般
的
に
交
換
す
る
こ
と
が
出
来
る
所
の
も
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
ま
た
、
賞
際
に
於
て
も
、
そ
れ
は
、

一
般
に
、
如

何
友
る
商
品
、
如
何
左
る
弁
務
と
も
、
交
換
の
封
償
と
し
て
引
渡
さ
れ
て
居
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
ゑ
に
こ
そ
、
銀
行
が
仲
介
と

な
っ
て
、
支
沸
の
決
済
と
し
て
の
働
を
し
て
居
る
の
で
あ
る
。
す
左
は
ち
、
そ
れ
は
、

一
般
的
購
買
力
を
具
現
せ
る
‘
も
の
で
、
愚
問

的
意
味
に
於
て
、
〈
通
貨
V

な
る
所
の
も
O
に
外
な
ら
ぬ
。
そ
し
て
、

そ
れ
が
、
他
方
に
於
て
、
〈
間
金
〉
と
請
は
れ
て
居
る
も
の
左
る

現
金
通
貨
、
預
金
通
貨
及
び
潜
在
通
貨

第
四
十
八
巻

Ju 
O 

第
六
競

七



現
金
通
貨
、
預
金
通
貨
及
び
潜
在
語
貨

第
四
十
八
巻

九

O
四

第
六
競

^ 

と
と
は
、
更
め

τ断
る
ま
で
も
な
い
。

ヴ
ォ
I
H
ゲ
ル
は
、

と
の
担
額
合
の
ハ
振
替
〉
を
以
て
、

〈
忠
一
向
的
に
狭
義
の
、
且
つ
迎
論
的
に
剖
切
な
る
意
味
に
於
け
る
帳
簿
通
貨
V

と

い
ふ
の
で
あ
っ

τ
、
〈
帳
簿
通
貨
の
特
性
は
、

と
の
揚
合
、
銀
行
勘
定
と
い
ふ
蒸
礎
を
も
っ
と
と
に
結
び
付
い
て
居
る
〉
こ
と
を
認
め

て
居
る
。
果
し
て
、
然
ら
は
、
彼
の
謂
ふ
所
の
〈
帳
簿
通
貨
〉
は
、
銀
行
を
仲
介
と
し
て
、
支
梯
人
の
頂
金
勘
定
よ
り
、
受
取
人
の
預

金
勘
定
に
簿
記
的
方
訟
を
以
て
、
政
支
記
入
す
る
と
と
に
よ
っ
て
、
支
排
の
決
桝
を
す
る
と
と
に
外
た
ら
む
こ
と
ミ
去
り
、
私
の
謂

L
?町
〉
九
百
阿
古
賞
者
F

亡、主主にム弘正つ、
i

J

1

J

、h
J
4
-
2
3
z
j
L
品

〉

よ
同
月

'
b
d
務
ノ
ミ
一
元

1
t
t

日
7
4立
1
7
f
g
e
t
主
主
と
と
'
泊
町
古

t
ま
L
そ

九

同
凶
キ
」
晶
、

E

L

 
こ
L
K
敢
て
〈
接
近
し
て
居
る
V

と
い
ふ
が
、
〈
同
じ
で
あ
る
〉
と
は
い
は
友
い
。

そ
れ
に
は
二
つ
の
迎
由
が
あ
る
。
そ
の

は
、
グ
ォ

l
p
ル
は
、
謂
は
ゆ
る
帳
簿
遁
貨
の
賓
館
が
何
も
の
で
あ
る
か
を
一
向
説
明
し
て
居
左
い
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
ご
は
パ
振

替
〉
の
外
に
〈
相
殺
V

の
揚
合
に
も
、
帳
簿
通
貨
を
認
め
て
居
る
こ
と
で
あ
る
。

ヴ
ォ

1
グ
ル
の
説
明
を
見
る
に
、
前
の
引
用
に
明
か
左
や
う
に
、
〈
帳
簿
通
貨
ム
」
い
ふ
言
葉
は
、

支
掛
取
引
の
方
法
〔
を
表
は

す
所
〕
の
一
般
的
在
る
表
現
V
宇一一問。
B
O
E
r
d
N
O
E
E
=間
]
S
2
巧
白
目
。
与
E
F
-
-
Zロ
岡
田
〈
耳

Z
Z
E
)
で
る
る
と
言
ひ
、
ま
た
ベ
貨
幣
を

用
ゐ
た
い
支
跡
取
引
の
信
用
技
術
的
方
法
V
(
L
Z
F
E
L
=
F
o
n
-
-ロ
昂
円

7
2
富
三
己
丘
ロ

E

Z
「

R
O
T
-
}
S
E
N
-
r
z
a
z
o円

r
o
E
E
)
で
る
る
と

言
ひ
、
ま
た
、
〈
信
用
的
支
挽
方
法
〉

(
7
5
r
Z
E
P
-
-
一E目
2日
間

nu)
と
設
明
し
、
或
は
、
〈
吹
の
場
合
に
の
み
帳
簿
通
貨
と
い
ふ
言
葉

を
用
ゐ
る
V
(
5
Z
N
O
E
5
2
M
Z
E
E
-円

L
O
E
〉

E
-
r
d
n
r
n
h
H凶

z
n
r
m
o
T
-
3
Z
E
」

2
5
H
P
2
0
・
:
)

と
流
一
ぺ
て
居
る
だ
け
で
る
る
。

私
は
、

A

帳
簿
通
貨
Vが
A

遁
貨
Vで
る
る
限
り
、
そ
れ
は
、
支
隣
人
よ
り
受
取
人
に
引
渡
さ
る
L
所
の
〈
或
る
も
の

V
で
左
け
れ
ば
た



ら
ぬ
と
思
ふ
。
支
梯
や
決
済
の
《
方
法
V

自
儲
が
、
通
貨
で
あ
り
得
る
道
月
一
は
友
い
。
ヴ
才
l
ヂ
ル
は

r『丘
E
R
r
-ユR
r
g
云
芝
巾
}
と

い
ふ
言
葉
を
用
ゐ
て
居
り
、

こ
の

冨
-FZ一
と
い
ふ
一
一
一
日
葉
が
、
何
等
か
の
〈
或
る
も
の
V

を
表
は
す
が
如
く
に
解
せ
ら
れ
左
い
諜
で
は

た
い
が
、

T
Z言
月
一
言
活
門
一
戸
と
い
ふ
言
葉
よ
り
し
て
、
そ
れ
は
、
〈
或
る
も
の
〉
を
意
味
す
る
所
の
〈
手
段
V

た
る
意
味
で
は
た
く
、
む
し

ろ
‘
こ
の
揚
合
に
は
、
へ
信
用
技
術
的
方
法
〉
と
解
ず
べ
き
で
る
る
。

ず
な
は
ち
、

と

の

云
言
。
}
ま

ぜ

弓

ο
E
M
L
2
u
p
r一
自
コ
同
雪
2ro}句
。
阻

l

;

:

 

及
び

r丘
町
[
号
。

N
喜
一
ロ
ロ
同

2
0泊
。
に
於
け
る
巧
命
問
。
と
同
じ
く
、
〈
方
法
V

で
あ
る
。

併
し
〈
泊
貨
V

E

以
亡
、
或
る
八
方
法
V

で
あ
る
と
い
ふ
見
解
は
、

そ
の
ま
与
に
は
、
受
け
容
る
込
こ
と
が
出
来
な
い
。
そ
の
八
方
法
》

ず
な
は
ち
、
支
梯
の
決
川
内
の
方
法
の
う
ち
に
於
て
、
或
は
そ
の
方
法
を
以
て
、
引
渡
さ
る

L
所
の
〈
戎
る
も
の
V

を
解
明
し
友
け
れ
ば

ハ
泊
貨
V

の
本
質
投
開
閉
し
た
も
の
と
一
日
ふ
こ
と
は
出
来
た
い
c

私
は
ヴ
片
ー
が
ル
の
謂
は
ゆ
る
A

帳
山
内
治
貨
V

の
相
朝
合
に
於
て
、

そ
れ

は
、
移
譲
せ
ら
れ
る
〈
銀
行
資
金
〉
で
る
る
と
見
友
け
れ
ば
な
ら
む
と
忠
ふ
。

そ
れ
は
、

さ
て
措
き
、
ヴ
ォ

1
グ
ル
は
、
〈
帳
簿
通
貨
〉
を
以
て
、
支
梯
決
済
の
方
法
で
あ
る
と
説
明
す
る
の
で
あ
る
。
彼
の
説
明

を
、
か
や
う
に
刷
用
酬
押
し
て
見
る
左
ら
ば
、
彼
が
振
替
の
外
に
相
殺
を
併
せ
掲
げ
て
、
〈
帳
簿
通
貨
V
は
、
そ
れ
に
よ
っ

τ現
金
抜
き
の

支
擁
決
済
が
行
は
れ
る
と
と
に
闘
す
る
も
の
で
あ
る

(
2
i
l
H
W
Z円
r
m
o
E
l
-
-
研一円
r
z
E
一出『向。
E
U目。

NmwEロロ開
ω
百一円
r一
ロ
ロ
明
子
M『円『

問
。
ョ
司
白
出
mz-。ロ。《ず凶】

2
3
)
と
説
明
す
る
こ
と
の
真
意
が
分
る
。

振
容
や
相
殺
は
、

取
引
決
済
の
方
法
で
あ
る
。
私
は
、
か
〈
の

如
き
と
と
自
慢
が
、
通
貨
で
あ
る
と
比
考
へ
得
左
い
。
併
し
、
ヴ
ォ

l
uザ
ル
に
於
て
は
、
巧
認
の
(
方
法
)
が
、
帳
簿
通
貨
と
謂
は
る

る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
〈
現
金
抜
き
の
支
梯
方
法
〉
で
る
る
所
の
、

こ
の
二
つ
の
も
の
が
併
せ
掲
げ
ら
れ
る
諜
で
る
る
。
併
し
、
如
何

な
る
意
味
に
於
て
も
、
通
貨
は
、
〈
或
る
も
の
〉

で
・
な
け
れ
ば
な
ら
や
、

A

或
る
方
法
V

で
あ
り
得
る
認
で
は
な
い
。

こ
の
理
由
を
以

現
金
遁
貨
、
預
金
通
貨
及
び
潜
在
通
貨
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現
金
遁
貨
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預
金
通
貨
及
び
潜
定
通
貨
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て
、
私
は
、
ヴ
ォ

l
p
ル
の
〈
帳
簿
通
貨
〉
に
、
単
一
向
的
友
意
味
を
見
出
し
得
な
い
の
で
あ
る
。

従
来
、
通
貨
と
い
へ
ば
、

現
金
通
貨
に
着
目
せ
ら
れ
て
居
っ
た
。
然
る
に
、

謂
は
ゆ
る
り
ぬ
ち
主
冨
(
v
p
d

一
な
る
も
の
が
認
め
ら

る
L
に
至
っ
て
、
池
貨
曲
四
十
訟
は
一
段
の
進
歩
を
到
し
た
の
で
る
る
。
す
訟
は
ち
、
現
貧
具
憾
の
も
の
を
離
れ
て
.
概
念
的
な
無
形
む

聞
係
に
、
訟
待
趨
十
的
に
一
一
一
戸
ヘ
ば
、
債
権
に
、
貨
幣
売
る
質
問
を
認
む
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
ヴ
オ
ー
ダ
ー
F

は、

こ
の
観
念
的
左
無

形
の
閥
係
と
、

受
怖
の
方
法
と
い
ふ
川
県
仰
い
の
も
の
と
吃
混
同
し
た
の
で
あ
る
ロ

併
し
、

そ
の
黙
は
、
姑
く
措
き
、
若
し
、
果
し
て
、
ヴ
ォ
ー
が
ル
が
、
〈
帳
簿
通
貨
〉
た
る
も
の
は
、
預
金
勘
定
を
基
礎
と
す
る
も

の
で
、
そ
れ
と
離
る
べ
か
ら
ぎ
る
闘
係
に
あ
る
こ
去
を
認
む
る
も
の
な
ら
ば
、
更
に
一
歩
進
め
て
、
《
帳
簿
通
貨
〉
の
本
質
は
、

そ
れ
宣
具
現
せ
る
も
の
を
〈
通
貨
V

と
呼
ぴ
、
そ
れ
が
銀
行
預 般

の
《
通
貨
V

の
本
質
と
同
様
に
、

一
般
的
購
買
力
に
あ
る
こ
と
を
認
め
、

金
の
形
態
に
於
て
存
在
す
る
と
き
に
、
〈
潜
症
通
貨
〉
と
稿
し
、
園
訟
に
規
定
せ
る
形
式
と
物
質
と
に
よ
っ
て
、
支
梯
決
済
に
働
く
べ

〈
具
鴨
的
物
煙
た
る
形
態
を
と
れ
る
と
き
に
、
〈
現
金
通
貨
〉
と
言
ひ
、
銀
行
預
金
の
ま
L

に
て
支
携
の
決
桝
に
働
く
と
き
に
は
、
〈
預

合
通
貨
〉
と
唱
へ
、

一
迎
貨
に
、

滞
在
紋
態
と
活
動
欣
態
と
の
あ
る
と
と
の
高
別
を
認
む
る
に
至
ら
ん
こ
と
を
希
笠
せ
ざ
る
を
得
た

u、
。




